
標準様式第２号（第８条関係） 

 

公募型プロポーザル方式による提案書募集に関する公表 

 

 次のとおり提案書（以下、運営事業計画書という。）を募集します。 

 

  令和８年７月２４日 

                              足立区長 近藤 弥生 

 

１ 業務概要 

（１）業務名 

   足立区立学童保育室及び放課後子ども教室運営業務委託 

（２）業務内容 

ア 学童保育室及び放課後子ども教室の場の提供に関する業務 

イ 学童保育室及び放課後子ども教室の利用登録に関する業務 

ウ 学童保育室及び放課後子ども教室における相談に関する業務 

エ 学童保育室及び放課後子ども教室におけるイベント等の実施に関する業務 

オ 学童保育室及び放課後子ども教室における関係機関との連携業務 

カ 学童保育室及び放課後子ども教室利用者に対する意向調査業務 

キ 学童保育室及び放課後子ども教室の施設の管理に関する業務 

ク その他、学童保育室及び放課後子ども教室の運営に関する業務 

（３）履行期間 令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで 

 毎年度、評価委員会において事業評価を行い、事業評価が良好な場合１年を１単位（４月１日か 

ら翌年３月３１日まで）として、４回を限度に更新を可能とする。 

 ※ 最長、令和１４年３月３１日まで 

※ 契約期間は令和９年２月１日から令和１０年３月３１日まで 

（４）履行場所 

江北小学校       足立区江北４－２１－１他 

   さくら学童保育室    足立区綾瀬３－１２－１５（綾瀬小学校内） 

   千寿学童保育室     足立区千住宮元町６－１（千寿小学校内） 

   さかえっこ学童保育室  足立区西新井栄町３－１－２１ 

   竹の塚学童保育室    足立区竹の塚２－２５－１７（竹の塚地域学習センター内） 

 

２ 提案限度価格等 

（１）提案限度価格（消費税非課税・江北小税込） 

   江北小（江北五色のさくら学童保育室・いちょうフレンズ）￥８２，６６４，０００ 

   さくら学童保育室                   ￥９２，２１４，０００ 

   千寿学童保育室                    ￥３５，９０７，０００ 

   さかえっこ学童保育室                 ￥３０，７３８，０００ 

   竹の塚学童保育室                   ￥２９，１１５，０００ 

 

 



（２）最低制限価格  無 

  ※ 江北小のみ一体的運用の業務委託契約で限度額を設定 

※ 仕様書 （別表２）「主な費用負担区分」を併せて参照し、積算すること。 

 

３ 資格要件、選定基準及び評価基準 

（１）運営事業計画書の提出者に要求される資格要件 

ア 当該業務における足立区での競争入札参加資格を有していること。 

イ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項（同令第１６７条の１ 

１第１項において準用する場合も含む。）の規定に該当する者でないこと。 

ウ 公表日以後に足立区競争入札参加停止及び指名停止措置要綱に基づく指名停止を受けてい 

る期間がないこと。 

エ 国若しくは他の自治体から入札参加停止及び指名停止の措置を受けていないこと。 

オ 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又は日本国憲法の下に成立した政府を暴力で 

破壊することを主張する政党その他の団体に属する者が実質的に経営に関与し、又は当該者を 

相当の責任のある地位にある者として使用している者でないこと。 

カ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に 

規定する団体及び警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する業者又はこれに準ずる者 

として、区長に対し、区発注の契約について排除要請があり、当該状態が継続している者でな 

いこと。 

キ 無差別大量殺人行為を行った団体の規制に関する法律（平成１１年法律第１４７号）に定め 

る無差別大量殺人行為を行った団体又はこれら団体の支配若しくは影響の下に活動している 

ものと認められる団体に属する者が実質的に経営に関与している者又は当該者を相当の責任 

のある地位にある者として使用している者でないこと。 

（２）運営事業計画書の提出者が、契約締結までの間に上記（１）の資格要件を有しなくなった場合は、

その時点で失格とする。また、提出された書類に虚偽があった場合についても、同様とする。 

（３）運営事業計画書の提出者を選定するための基準 

別紙１「運営事業計画書提出者選定基準」のとおり 

（４）運営事業計画書を特定するための評価基準 

別紙２「運営事業計画書特定基準」のとおり 

 

４ 手続き等 

（１）担当課 

〒１２０-８５１０ 足立区中央本町１－１７－１  

足立区教育委員会子ども家庭部学童保育課学童施設調整係（足立区役所南館３階） 

電話 ０３－３８８０－０７２２（直通） 担当：近藤・渡部 

（２）説明書の交付期間、場所及び方法 

ア 交付期間 令和８年７月２４日（金）から令和８年８月６日（木）まで 

イ 交付場所 ４（１）に同じ。 

ウ 交付方法 希望者に直接交付する。 

 



（３）参加表明書の提出期限並びに提出場所及び方法 

ア 提出期限 令和８年８月７日（金）午後３時まで 

イ 提出場所 ４（１）に同じ。 

ウ 提出方法 学童保育課窓口に持参すること。あわせて、副本の PDFデータを学童保育課あてメ 

ール（k-gakudou@city.adachi.tokyo.jp）で提出すること。なお、件名を「（提出）参加表明書」

とすること。 

 

（４）運営事業計画書の提出期限並びに提出場所及び方法 

ア 提出期限 令和８年９月３０日（水）午後３時まで 

イ 提出場所 ４（１）に同じ。 

ウ 提出方法 学童保育課窓口に持参すること。あわせて、副本のＰＤＦデータを学童保育課あて

メール（k-gakudou@city.adachi.tokyo.jp）で提出すること。なお、件名を「（提出）運営事業

計画書」とすること。 

 

５ その他 

提出された応募書類（参加表明書・運営事業計画書等の提出書類）は返却しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 別紙１ 運営事業計画書提出者選定基準 ※ 全施設共通 

 

評価項目 評価の視点 評価配分 指  標 

組織の安定性 経常利益・財務諸表等から判断する。 ３０％ 

資本金、売上高、

賠償責任保険の

加入の有無等 

運営の安定性 人材の確保、職員の雇用状況などから判断する。 ４０％ 職員数、資格等 

運営の実績 
当該業務を遂行するために必要な知識及び良好かつ

豊富な運営実績・経験を有しているか。 
３０％ 同種の実績 

合  計  １００％  

区内業者 区内に本店がある場合１０％を加算する。 ＋１０％  

 

運営事業計画書提出者の選定概数 ３者 

※ 評価点が６０％に満たない事業者については、参加表明数が３者以内であっても運営事業計画書提

出者として選定しない。 

  なお、税理士による財務状況の審査結果で「不適合」（財務状況が不安定で、業務の信頼性に不安

がある）と評価された事業者は、順位にかかわらず非選定とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙２ 運営事業計画書特定基準 

【学童保育室＋放課後子ども教室校内交流型】  ※ 江北小の特定基準 ※（委員一人の評価配分） 

評価項目 
評価 

配分（点） 
評価の視点 

運営方針について 

（8点） 

4 
学童保育室及び放課後子ども教室の役割や機能、コンセプト、展

望等は的確であるか。 

4 
事業者の特性・専門性、ノウハウを活用した提案内容になってい

るか。 

学童保育室の取り

組みについて 

（9点） 

3 

児童の健全育成を促すために、また、児童が放課後を過ごす魅力

のある場所とするため、学童保育室の視点が十分に考慮されてい

るか。 

3 行事等の実施において、工夫がされているか。 

3 
健康管理、基本的生活習慣等の日常生活の支援及び質の向上に対

する取り組みがされているか。 

放課後子ども教室

の取り組みについ

て（8点） 

4 
芸術・文化・スポーツ等プログラムを通して、児童の体験活動創

出のための工夫がされているか。 

4 

地域人材や事業者ノウハウを十分に活用し、定期的かつ継続的な

活動プログラムの企画を行うための地域との連携方法に具体性

があり、実現可能であるか。 

校内交流型の実施

（4点） 
4 

学童保育室と放課後子ども教室で相互に交流しやすい環境とな

っているか。また、双方を利用する児童が自由に行き来する際の

安全管理が十分にできているか。 

児童への対応につ

いて 

（12点） 

4 
児童が学童保育室及び放課後子ども教室を利用しやすくなるよ

うな工夫が考えられているか。 

4 
育成支援方針に基づき、子どもが問題行動をした場合の対処法等

が適切にとられているか。 

4 
発達支援児等、特別な支援が必要な児童に対しての配慮について

具体性があるか。 

学校・地域及び各関

係機関との連携に

ついて （16点） 

4 
児童の状況把握、より良い支援、事業の円滑な運営にあたり、学

校と連携がされているか。 

4 
児童の安全確保や交流の場を広げるため、地域住民・保健医療機

関等と連携した取り組みがあるか。 

4 
虐待、性被害の防止の取り組み支援、専門機関との連携が十分に

行われているか。 

4 
児童の健全な育成に関わる足立区の関係機関の役割や情報を把

握しているか。 



評価項目 
評価 

配分（点） 
評価の視点 

保護者への対応に

ついて （12点） 

4 
保護者への情報提供、情報共有、トラブル発生時の対応や苦情処

理の取り組みがされているか。 

4 
保護者に直接意見を聴き、保護者側の視点に立って評価・改善に

取り組む姿勢があるか。 

4 
保護者との日常的なコミュニケーションを円滑に進めるための

工夫がされているか。 

危機管理について 

（12点） 

4 
事故防止のための安全対策と事故対応について、十分に定められ

ているか。 

4 

おやつの提供に関する安全面、衛生面への配慮をしているか。 

また、食物アレルギーのある子どもに対して、事故防止に対する

取り組みがされているか。 

4 防犯体制や、災害時等の対応方針を明確にしているか。 

個人情報について 

（6点） 

3 
個人情報の保護・管理について具体的に定められ、職員に周知を

図っているか。 

3 
利用者に対して個人情報の利用目的を伝える体制が整っている

か。 

運営体制について 

（8点） 

4 
職員の資質向上やコンプライアンス（法令遵守）についての研修

の実施など、育成計画が定められているか。 

4 
人材確保及び人材定着のため、本部として必要な対策及び支援が

整備されているか。 

コストの妥当性 

（3点） 
3 見積額の項目が適当であり、かつ妥当な金額であるか。 

プレゼンテーショ

ン（2点） 
2 質問に対して的確に答えられているか。 

・ 合  計 100  

・ 区内業者 

①区内に本店があり、業務区域が区内である場合５点を加点する。 

②区内に本店があり、業務区域が区外である場合４点を加点する。 

③区内に支店があり、業務区域が区内である場合３点を加点する。 

④区内に支店があり、業務区域が区外である場合２点を加点する。 

※ 上記の加点については、各運営事業計画書の評価の最終段階において評 

価基準の総点数（総配点）をもとに行うものとする。複数の項目に該当し 

ても、加点は上位の１項目とする。 

 

 

 

 



【学童保育室単独型】 

評価項目 
評価 

配分（点） 
評価の視点 

運営方針について 

（8点） 

4 学童保育室の役割や機能、コンセプト、展望等は的確であるか。 

4 
事業者の特性・専門性、ノウハウを活用した提案内容になってい

るか。 

運営の取り組みに

ついて 

（12点） 

4 
児童の健全育成を促すために、また、児童が放課後を過ごす魅力

のある場所とするため、十分に考慮されているか。 

4 行事等の実施において、工夫がされているか。 

4 
健康管理、基本的生活習慣等の日常生活の支援及び質の向上に対

する取り組みがされているか。 

児童への対応につ

いて 

（15点） 

5 
児童が学童保育室を利用しやすくなるような工夫が考えられて

いるか。 

5 
育成支援方針に基づき、子どもが問題行動をした場合の対処法等

が適切にとられているか。 

5 
発達支援児等、特別な支援が必要な児童に対しての配慮について

具体性があるか。 

学校・地域及び各関

係機関との連携に

ついて （16点） 

4 
児童の状況把握、より良い支援、事業の円滑な運営にあたり、学

校と連携がされているか。 

4 
児童の安全確保や交流の場を広げるため、地域住民・保健医療機

関等と連携した取り組みがあるか。 

4 
虐待、性被害の防止の取り組み支援、専門機関との連携が十分に

行われているか。 

4 
児童の健全な育成に関わる足立区の関係機関の役割や情報を把

握しているか。 

保護者への対応に

ついて（15点） 

5 
保護者への情報提供、情報共有、トラブル発生時の対応や苦情処

理の取り組みがされているか。 

5 
保護者に直接意見を聴き、保護者側の視点に立って評価・改善に

取り組む姿勢があるか。 

5 
保護者との日常的なコミュニケーションを円滑に進めるための

工夫がされているか。 

危機管理について 

（12点） 

4 
事故防止のための安全対策と事故対応について、十分に定められ

ているか。 

4 

おやつの提供に関する安全面、衛生面への配慮をしているか。 

また、食物アレルギーのある子どもに対して、事故防止に対する

取り組みがされているか。 

4 防犯体制や、災害時等の対応方針を明確にしているか。 



評価項目 
評価 

配分（点） 
評価の視点 

個人情報について 

（8点） 

4 
個人情報の保護・管理について具体的に定められ、職員に周知を

図っているか。 

4 
利用者に対して個人情報の利用目的を伝える体制が整っている

か。 

運営体制について 

（8点） 

4 
職員の資質向上やコンプライアンス（法令遵守）についての研修

の実施など、育成計画が定められているか。 

4 
人材確保及び人材定着のため、本部として必要な対策及び支援が

整備されているか。 

コストの妥当性 

（3点） 
3 見積額の項目が適当であり、かつ妥当な金額であるか。 

プレゼンテーショ

ン（3点） 
3 質問に対して的確に答えられているか。 

・ 合  計 100  

・ 区内業者 

①区内に本店があり、業務区域が区内である場合５点を加点する。 

②区内に本店があり、業務区域が区外である場合４点を加点する。 

③区内に支店があり、業務区域が区内である場合３点を加点する。 

④区内に支店があり、業務区域が区外である場合２点を加点する。 

※ 上記の加点については、各運営事業計画書の評価の最終段階において評 

価基準の総点数（総配点）をもとに行うものとする。複数の項目に該当し 

ても、加点は上位の１項目とする。 

 

 


